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【安全・安心な教育の推進】
○年度末の校内調査における「いじめは、どんな理由があってもいけない
ことだと思いますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する生徒
の割合を85％以上にする。
○年度末の校内調査における「学校に行くのは楽しいと思いますか」に対
して、肯定的に回答する生徒の割合を90％以上にする。

【未来を切り拓く学力・体力の向上】　
○中学生チャレンジテストにおける国語および数学の平均点の対府比を、同
一母集団を経年的に比較し、いずれの学年も前年度より0.2ポイント向上
させる。
○令和６年度の「全国体力・運動能力・運動習慣の調査」の体力合計点
の対全国比の割合を令和５年度より0.02ポイント向上させる。

【学びを支える教育環境の充実】
○授業日において、生徒の８割以上が学習者用端末を活用した日が、年間
授業日数の50％以上にする。
　（ただし、学校行事等ＩＣＴの活用が適さない日数を除く）
○ゆとりの日については週に１回、各々の教員がとれるように運用する。

７月６日（土）　進路学習　　卒業生講話

（運動部）　　　　　　　　　　　　　　（文化部）
ラグビー部 男子13名(マネージャー女子１名)　 放送部 　男子５名　女子12名
軟式野球部 男子26名 美術部 　男子３名　女子27名
ソフトテニス部 女子51名 吹奏楽部　男子７名　女子35名
バスケットボール部 男子33名　女子20名 文芸部 　男子３名　女子12名
バレーボール部 女子31名 家庭科部　女子16名
卓球部 男子23名　女子13名
サッカー部 男子32名
陸上競技部 男子19名　女子12名
柔道部 男子10名　女子10名　　　　

各部活動の活動状況につきましては、本校ホームページをご覧ください。

○結果の概要
＜国語＞
全体の平均正答率は、全国平均を5.2ポイント上回った。
領域別では、すべての領域（「話すこと」「書くこと」「読むこと」）で全国平均を上回った。
＜数学＞
全体の平均正答率は、全国平均を3.0ポイント上回った。
領域別では、すべての領域（「数と式」「図形」「関数」「資料の活用」）で全国平均
を上回った。
＜英語＞
全体の平均正答率は、全国平均を2.4ポイント上回った。
領域別では、すべての領域（「聞くこと」「読むこと」「書くこと」）で全国平均を上回った。
取組の成果と課題、アクションプラン
＜国語＞
すべての領域で全国平均を上回ったが「話の内容を捉えたり、知りたい情報に合わ
せて効果的に質問することができているかどうかをみる」、「事象や行為、心情を表
す語句について理解しているかどうかをみる」については全国平均を下回った。こ
のことから、今後「伝わる文章力」の向上に力を入れた授業づくりをより行っていく。
＜数学＞
すべての領域で全国平均を上回ったが「複数のデータの傾向を比較し、数学的表
現を用いて説明すること」を求められる問題や「自然数、反比例」の正確な意味の
理解が必要な問題で全国平均を下回った。各単元において数学的に正しい表現を用
いて答えを説明させる機会をつくっていく。
＜英語＞
「日常的な話題について、目的に応じて英語を聞き、必要な情報を聞き取る」という
出題趣旨の問題の正答率が低かったので、授業でリスニングの機会を増やしていく。

令和５年度「全国学力・学習状況調査」結果
○平均正答率（％）

本校は、昭和22年４月１日都島第一中学校として開校され、同24年５月１日高倉中学校と校名変更した歴史と伝統のある学校で、本
年度は78年目を迎えました。
本年度も、学校経営の重点を「人間尊重の教育を基盤とし、「確かな学力」の定着と「豊かな人間性」を育む教育活動を推進する」とし、
学習においては、自ら学び、自ら考え、問題を解決する力を育てることをめざしています。また、基本的な生活習慣の確立と集団の一
員としての自覚を育てることをめざしています。
さらに、部活動も盛んで、多くの生徒が所属し、運動部も文化部も精力的に活動しており、たいへん落ち着いた環境のもと、文武両
道をめざしています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　校長　屋島　豊市
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「礼節を重んじ、誠を尽くし、豊かな心で、社会に貢献する人材を育成する。」

◇明るく元気で挨拶のできる生徒の育成
◇自ら学び、考え、判断し、行動できる生徒の育成
◇自他を尊重し、支え合い、思いやりのある生徒の育成

校　　訓

教育目標

教育方針

【国公立】芦間(9)、旭(7)、大手前(6)、東(5)、都島工業(5)、市岡(4)、柴島(4)、桜宮(4)、四條畷(4)、北野(3)、摂津(3)、鶴見商業(3)、寝屋川(3) 、淀商業(3)、淀川清流(3)、阿倍野、池田、大阪公
立大高専、大阪ビジネスフロンティア、春日丘、門真なみはや、工芸、港南造形、咲くやこの花、思斉、成城、中央、城東工科、住吉、花園、汎愛、東淀川、港、桃谷、守口東、夕陽丘　　（98名）
【私立】大阪産業大(7)、常翔(6)、大阪信愛(5)、東海大仰星(5)、大阪学院大(3)、近大附属(3)、あべの翔学、上宮、上宮太子、追手門学院大手前、大阪、大阪国際、大阪電気通信大、大
阪桐蔭、関西大倉、関西創価、関西第一、薫英、興國、金光藤蔭、四條畷学園、常翔啓光、同志社香里、同志社国際、北陽、近江兄弟社、開志学園、作陽学園、聖光学院、昇陽、松山聖
陵、立命館 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （59名）
【その他】つくば開成(6)、育成調理、N高校、クラーク国際、第一学院、東朋、東洋学園　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13名）

○結果の概要
　「２年生体力テスト」における合計得点は、男子が43.67点(全国41.32点)、
女子が47.45点(全国47.22点)となり、男女ともに全国平均を上回った。

取組の成果と課題、アクションプラン
ようやくコロナ前の学校での活動ができるようになり、部活動で運動部に
所属する生徒等は継続的に活動ができるようになり体力の維持・向上が見
られる。逆に、日常的に運動をする機会のない生徒は体力の維持・向上が難
しく体力の低下が見られる。そのことから、授業内での運動量を確保し、持久
力の向上をめざす。また、筋力・筋持久力の向上をめざし、体力づくりのトレー
ニングを引き続き取り組んでいく。
また、男女ともに「握力」「ハンドボール投げ」は全国平均を下回っており、も
のをつかむ動きが入る活動を多く取り入れていきたい。

令和５年度「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」結果
○種目別平均値
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○卒業後の主な進路（令和５年度）※カッコ内は進学者数。

【学力と体力の状況調査については 18 ページに全国・大阪市平均を掲載。ご参照ください。】

学力の状況と学力向上に向けた取組

体力の状況と体力向上に向けた取組

※状況により日程変更や中止する場合が
　あります

※令和８年度より、体育館の建て替え工事が予定されており、それにともなって、グラウンドの一部が資材置き場等で使用できなくなることが計画されています。
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